
決
算
の
お
知
ら
せ
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

７
月
15
日
に
開
催
し
た
組
合
会
で
令
和
３
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
保
険
料
率
の
対
応
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決
算
の
概
要

　
健
康
保
険
の
料
率
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

負
担
金
（
以
下
、
納
付
金
）
な
ど
の
増
大
に
対
応

す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
～
25
年
度
に
通
算
20
‰

の
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
78
‰
と
し
て
か
ら
８
年

間
据
え
置
き
と
し
て
い
ま
す
。

　
経
常
収
入
は
、被
保
険
者
数
の
減
少
等
に
よ
り
、

保
険
料
収
入
が
前
年
度
に
比
べ
て
▲
2
・
1
億
円

減
少
し
た
た
め
、
１
３
４
・
5
億
円
と
前
年
度
比

▲
2
・
0
億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
経
常
支
出
は
、
１
４
４
・
5
億
円
と
前
年
度
比

＋
7
・
7
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶  

健
保
組
合
を
運
営
す
る
た
め
の
事
務
費
は
、

0
・
7
億
円
と
前
年
度
に
比
べ
て
僅
か
に
増

加
し
ま
し
た
。

❷  

保
険
給
付
費
は
、
総
額
66
・
4
億
円
と
前
年

度
比
＋
6
・
1
億
円
（
＋
10
・
2
％
）
増
加
し
、

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
給
付
費
に
つ
い
て

も
前
年
度
比
＋
12
・
8
％
増
加
し
ま
し
た
。

　  

前
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
受
診
控
え
を
主

因
と
し
て
保
険
給
付
費
が
減
少
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
前
年
度
比
で
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

❸   

納
付
金
は
、
総
額
68
・
0
億
円
と
前
年
度
比

＋
1
・
3
億
円
（
＋
1
・
9
％
）
増
加
し
ま
し

た
。
前
期
高
齢
者
（
65
～
74
歳
）
納
付
金
は

29
・
3
億
円
と
前
年
度
比
＋
0
・
8
億
円
（
＋

2・9
％
）
増
加
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）

支
援
金
は
38
・
8
億
円
と
前
年
度
比
＋
0
・

4
億
円
（
＋
1
・
2
％
）、
退
職
者
給
付
拠
出

金
は
0
・
1
百
万
円
と
前
年
度
比
ほ
ぼ
横
ば

い
で
し
た
。

　  

納
付
金
の
負
担
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
が

開
始
さ
れ
た
平
成
20
年
度
に
比
べ
る
と
31
・

9
億
円
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

３
年
度
の
保
険
料
収
入
に
対
す
る
割
合
は
50
・

7
％
で
あ
り
、
健
保
組
合
の
財
政
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

❹  

各
健
保
組
合
の
独
自
事
業
で
あ
る
保
健
事
業

費
は
、
総
額
9
・
3
億
円
と
前
年
度
比
＋
0
・

令
和
３
年
度

健
康
保
険
の
決
算

経
常
支
出

経
常
収
入

健
康
保
険
の
料
率

（単位：億円、％）

主要項目 令和
２年度

令和
３年度

対前年度
増減額

対前年度
増減率

（＋）保  険  料 136.3 134.3 ▲ 2.1 ▲ 1.5 
　（保険料率）（78.0‰）（78.0‰）（0.0‰） （0.0） 

経常収入 136.5 134.5 ▲ 2.0 ▲ 1.5 
（－）事　務　費 0.6 0.7 0.1 9.9 
（－）保険給付費 60.3 66.4 6.1 10.2 

（被保険者 1 人当たり：千円）（223.8） （252.6） （28.8）（12.8） 
（－）納　付　金

 （拠出金）
66.8 68.0 1.3 1.9 

（前期高齢者納付金） （28.5） （29.3） （0.8） （2.9） 
（後期高齢者支援金） （38.3） （38.8） （0.4） （1.2） 
（退職者給付拠出金） （0.0） （0.0） （▲0.0） （▲4.9） 

（－）保健事業費 9.1 9.3 0.2 2.3 
経常支出 136.8 144.5 7.7 5.6 
経常収支 ▲ 0.3 ▲ 10.1 ▲ 9.7 ―

令和
４年度
見込
133.0 

（78.0‰）
133.3 

0.9 
69.0 

（262.7） 

61.6 

（23.9） 
（37.7） 

（0.0） 
9.8 

141.5 
▲ 8.2 

＜参考＞

（＋）①別途積立金繰入 8.0 15.0 7.0 87.5 
（＋）財政調整事業交付金 2.2 2.1 ▲ 0.1 ▲ 4.8 
（＋）高齢者医療助成金他 0.8 0.9 0.1 8.1 

18.0 

1.4 
0.6 

＜経常外収支＞

総合収支 10.7 8.0 ▲ 2.7 ▲ 25.6 
総合収支

（除①別積繰入）
2.7 ▲ 7.0 ▲ 9.7 ―

11.7 

▲ 6.3 

年　　度 令和２年度 令和３年度 増　減
健 康 保 険 料 率 78.0‰ 78.0‰ ―
被保険者数（3 月末） 26,569 人 25,963 人 ▲ 606 人
被扶養者数（3 月末） 18,026 人 16,864 人 ▲ 1,162 人
扶 　 養 　 率 0.68 人 0.65 人 ▲ 0.03 人
被保険者平均年齢 43.66 歳 44.23 歳 ＋ 0.57 歳
標準報酬月額（年間平均） 399,682 円 404,780 円 ＋ 5,098 円
総標準賞与額（年間合計） 513 億円 502 億円 ▲ 11 億円

※�増減額および増減率は、単位未満の数値を含めて計算した結果を四捨五入し
て表記しています。

（単位：億円、％）

令和２年度
実  績①

令和３年度
実  績②

増加額
②－①

増加率
②／①

保　険　料　率 18.4‰ 18.4‰ 0.0‰ 0.0
（＋）介護保険収入 21.9 21.7 ▲ 0.2 ▲ 0.9
（－）介護納付金 20.4 20.6 0.2 1.0
（±）そ　の　他 0.1 ▲ 0.0 ▲ 0.1 ―

収支差額 1.5 1.0 ▲ 0.5 ―

介護準備金 2.8  3.8  1.0  37.2  
（積 立 率） （180%） （230%） （50%） ―

組合状況
健康保険

収支（前年度比較）
介護保険

収支（前年度比較）
健康保険

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和４年度
見込

経常収支差引額 ▲ 1.0 ▲ 0.9 ▲ 4.3 ▲ 0.3 ▲10.1 ▲ 8.2 

法定準備金残高 27.8 27.8 27.8 27.8 27.8 27.8 
別途積立金残高 37.2 39.0 37.8 40.5 33.5 27.2 

（単位：億円）
＜参考＞

＜内部留保＞

経常収支差引額と内部留保残高の推移
健康保険

2令和４年－秋



2
億
円
（
＋
2
・
3
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
当

健
保
組
合
は
従
来
か
ら
健
診
等
の
疾
病
予
防

事
業
に
資
源
を
集
中
し
て
お
り
、
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い

て
着
実
に
取
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
経
常
収
入
か
ら
経
常
支
出
を
差
し
引
い
た
経
常

収
支
は
、
▲
10
・
1
億
円
の
大
幅
な
赤
字
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
▲
9
・
7
億
円
悪
化
し
ま
し
た
。

　
経
常
収
支
に
経
常
外
収
支
を
加
算
し
た
総
合
収

支
（
別
途
積
立
金
の
繰
入
を
除
く
）
は
、
▲
7
・

0
億
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
合
収
支
の
決
算
残
金
は
、
所
要
の
繰
越
処
理

を
行
い
、
残
額
を
繰
越
剰
余
金
と
な
る
「
別
途
積
立

金
」
と
し
て
積
み
立
て
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
は
総

合
収
支
（
別
途
積
立
金
の
繰
入
を
除
く
）
が
赤
字
の

た
め
、「
別
途
積
立
金
」
は
前
年
度
比
▲
7
・
0
億

円
減
少
し
て
33
・
5
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
法
定
準
備
金
」
は
前
年
度
同
額
の

27
・
8
億
円
と
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、
保
険
料
率
を
18
・
4
‰
の
ま
ま

据
え
置
き
と
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
収
入
は
21
・
7
億
円
と
前
年
度
比
▲

0
・
2
億
円
減
少
し
、
納
付
金
は
20
・
6
億
円
と

前
年
度
比
＋
0
・
2
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
そ
の
他
の
収
支
を
含
め
た
収
支
差
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
▲
0
・
5
億
円
減
少
し
て
1
・

0
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、「
介
護
準
備
金
」
の
期
末
残
高
は

3
・
8
億
円
と
前
年
度
に
比
べ
1
・
0
億
円
増
加

し
ま
し
た
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
健
康
保
険
の
主
要
な
支
出
項
目
で
あ
る
納
付

金
や
保
険
給
付
費
は
、
高
齢
化
や
先
端
医
療
の
高

度
化
を
背
景
に
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
避
け
ら

れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
健
保
組
合
の
経
常
収
支
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
５
期
連
続
で
赤
字
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
健
康
保
険
の
料
率
は
令
和
５
年
度

に
は
引
き
上
げ
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
料
率
引
き
上
げ
を
実
施

す
る
場
合
の
引
き
上
げ
幅
に
つ
い
て
は
、
諸
情
勢

を
的
確
に
把
握
し
て
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
健
保
組
合
が
国
に
代
わ
っ
て
保
険

料
を
徴
収
し
、
介
護
納
付
金
と
し
て
国
に
納
付
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
保
険
の
料
率
に

つ
い
て
は
、
各
年
度
の
必
要
料
率
を
確
保
す
る
こ

と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
今

後
も
負
担
が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
が
、
令
和
５

年
度
は
現
時
点
で
は
料
率
を
据
え
置
く
方
向
で
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
納
付
金
の
負
担
増
や
医
療
費
の
増
加

な
ど
、
健
保
組
合
に
と
っ
て
厳
し
い
環
境
が
続
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
健
康
保
険
、
介
護
保
険
と

も
適
切
で
納
得
感
の
あ
る
料
率
水
準
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　歯を失う原因の大半は、むし歯や歯周病によるもので
す。むし歯や歯周病の原因となるのは歯垢（プラーク）
と呼ばれる細菌の塊で、その中にそれぞれの原因菌がい
ます。
　大人のむし歯は過去の治療で詰め物をした歯に再発す
るケースや、さまざまな要因で歯ぐきが下がり露出した
歯の根元に発生するケースが多くなります。
　大人のむし歯や歯周病は自覚症状が出にくく、気づか
ないうちに進行します。歯・口の健康は、おいしく食べる、
会話を楽しむなど豊かな人生を送るため
の基礎となります。歯・口の健康を保つ
には、定期的に歯科健診を受け、むし歯
や歯周病の予防、早期発見・早期治療を
することが大切です。

定期的に歯科健診を受けよう

　公益社団法人日本歯科医師会が全国の 15 歳〜 79 歳
の男女 1 万人を対象に 2020 年に行った調査では、約
8 割が「もっと早くから歯の健診や治療をしておけばよ
かった」と後悔しています。

そう思う
ややそう思う

42.3

24.9 33.0

35.1 35.1

42.7 35.6

41.2 37.1

45.2 32.8

48.7 32.5

46.0 33.1

34.3全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

（％）0.0 80.060.040.020.0

「歯科医療に関する一般生活者意識調査」
出典：日本歯科医師会

　歯・口の健康を損なうと、食事や会話のときだけでなく、体の健康にも大きな影響を及ぼします。
いつまでも元気に過ごすためには、定期的に歯科健診を受け、歯・口の健康を守ることが重要です。

▼ もっと早くから歯の健診・治療をしておけばよかったと思うか？

の健康を守ろう！

４人に3人が

後悔してます

健
康
保
険
の
対
応

内
部
留
保

経
常
収
支
お
よ
び
総
合
収
支

介
護
保
険
の
決
算

介
護
保
険
の
対
応

歯科健診を受けないと後悔するかも 歯・口の健康が人生を豊かにする
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